
こころえる ･わきまえる

1.はじめに

国立国語研究所1964では､｢2.3精神および行為｣と

して ｢2.3060認める 悟る わきまえる 心得る

気取る 読める｣という分類がなされている｡本稿では,

こうした精神活動に関する動詞を心理助詞と呼ぶこと

にし,その中から今回は ｢こころえる｣｢わきまえる｣

の二語について考察したい｡まずこの二つの助詞が使

われている例をいくつか見ていただきたい｡聴初の例
(I一l〉

(1)は少し長いが同一の文で両語が使われている｡

(1) - いま考察したく人はどんな話題を好むか)

を,よく東にいれて,これを実地の話題選択に

応用することが相手を尊重するゆえんとなる｡

その中でも,

相手に話させようとする場合

相手に聞かせようとする場合

によって,選択の しかたがちかわなければな

らない｡前者の場合は,く人はどんな話題を話し

たがるか)を生壁三いなければならないし.後

の場合なら く人はどんな話題を聞きたがるか)

をわきまえておくことが必要だ｡

この用例において,二種類の心理動詞の意味に違い

があるだろうか｡筆者には両語を入れ換えたとしても
(tt2>

追いはないように思える｡

しかし,｢こころえる｣｢わきまえる｣がいつも入れ

換え可能かというとそうでもない｡同じ出典からであ

るが,次の例を見ていただきたい｡

(2)-･･.おやじさんは ｢二階から飛びおりて腰を

抜かしたこと｣全体をとがめたのに,坊っちゃ

んは,二階から飛びおりて｢腰をぬかしたこと｣

だけをしかられたものと心得,腰を抜かしさえ

しなければ飛びおりてもよいものと思った｡

(3) もし大勢を相手にしての話なら.｢皆さん｣で

も ｢われわれ｣でも ｢私たち｣でもよい｡とに

かく,話の中に,聞き手を呼ぶコトバを登場さ

せること,この方法を心得ておこう｡

どちらも,｢わきまえる｣を使った場合どこかおかし

い感じがする｡この三つの用例から分かるように,両

語はお互いに近い意味ではあるがなんらかの理由によ

って使い方の異なる場合があると考えることができる｡

藤 本 泉

｢こころえる｣や ｢わきまえる｣のような心理動詞

は,どのような方法で分析記述ができるであろうか｡

本稿では,作例を必要食中限にとどめ,できる限り多

くの用例を集め,意味に追いがあるかどうかで分類す

る｡そして,その分類に従って両語の入れ換えテスト

を行い,違いを考察していくことにする｡

2.用例の入れ換えテス ト

用例は番籍,新開,用例資料などから200近く集め
(It3>

た｡以下に,｢こころえる｣と｢わきまえる｣各々につ

き10ずつあげる｡このうち(4)から(I3)までは,｢こころえ

る｣の用例で.(14)から位3までは,｢わきまえる｣の用例

である｡これらについて両語の入れ換えを行い,追い

があるかないか,あるとすればどんな追いがあるかを

考察する｡なお,出典については (往1)を参照され

たい｡

(4) ･--私など日本人ならば,どのように発表し

ようと,画期的な成果には価値があり.月並み

はやはり月並みと思いがちになる｡しかし,い

くら画期的な成果でも.要領悪くごたごた話せ

ば,その意義が伝わらないし.亜要性が認めら

れない｡どだい,アメリカ人は話し下手には耳

を傾けないのである｡

アメリカの学生たちも,その点はよく心得て

いる｡

(5) 男と男,義理も人情もちゃんと心得てる間柄

なんだ｡

(6) 一番はじめに,礼装の騎馬巡査が通行人を整

理しながら,早足でやってきました｡巡査はい

つもはにこにこしている頬を今日はきっとひき

しめて,あご紐を下唇のところにかけています｡

馬も手入れのいい毛並がつやつやとして,走る

と筋肉が波立ちます｡そのあちらこちらを軽快

に駆けまわるさまは,いかにもこの儀式の大切

なことを心得ていて,さも自分で自分の上手な

整理ぶりに感心しているかのようでした｡

(7) 人に笑われない手紙を普くためには.いちお

うの基本形を心得ておく必要があります｡

(8) (アメリカの大学では)･･-･質問することによ
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って,学生は , "先生の授業に興味と関心をもっ

ています"という横極的な意志表示をしている｡

また.教師も,学生の興味や関心に,城意をも

って応答するのが,自分の仕事だと心得ている｡

(9) 一通り料理を心得ている｡

(畑 プールで楽しく過ごすためには,やはり利用

者がマナーを守ることが一番｡･･-･人工呼吸も,

監視貝に頼るだけではなく.みんなが心得てお

くべきことでしょうね｡

(川建設,国土両省庁は,市街化区域内の農地の

宅地並み諌税を強める方針だという｡現在,A

農地B鹿地は減税の恩恵をうけている｡しかも

その分の穴埋めに,地方交付税という形で私た

ちの税金が使われているのだ｡不公平税制の典

型,といっていいだろう｡

C農地にまで課税をひろげるのはいい｡しか

し,｢骨鹿家には10年の猶予｣というのかくせ

ものだ｡これが,土地をもうけの対象と心得る

人々の隠れみのになる恐れはないか｡

(la ･･････ひとつモテてやろうと,寄って出た女給

たちに,

｢オレたちは,北床白秋と山田耕作だぞ｣

と言い渡した｡と,女給たち一同-ツとしたら

しいが,サインでも求めにくると思いきや,育

葉づかいと物腰とかばかていねいになり,ちっ

とも寄りつかぬ｡そんなにせずともと帰りしな

勘定啓を見ると.法外な金額を要求してある｡

はて不審なりと,よく問い正してみると,なん

と女給連は,北床-クシャクと山田コーシャク

の御入来と心得たのだそうな｡

(13 ｢うん忘れずにいたまえ,必ず思いあたる事が

出て来るからqJ

｢よろしい｡心得たよ.J

(14 神目明神で撮影することになった｡定刻,こ

の世界のトンプモデルは一人で,タクシーに乗

って現れた｡

舞台でみせるサイボーグのような表情を,か

すかにはずかしそ子にくずすと.こちらに向か

ってまっすぐ歩いてきた｡いい足どりだ｡171セ

ンチの長身は少しも揺れない｡--

撮影が始まった｡シャッターの切られどさを,

実にわきまえている｡レンズの呼吸を感知して,

それにぴたりと合わせて動く精妙なマシンのよ

うだ｡

(19 もちろん.若いころとはちかって,辞西をひ
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いてことばの意味をしらべる,といった作業の

頻度は減っている｡ふつうに読む番物に出てく

ることばの意味くらいはおおむねわきまえてい

るつもりだし,･-･･

(16)話の目的や話す内容はあくまで話し手が主体

ですが.話し方は聞き手が主体であるというこ

とです｡このことをよくわきまえておかないと.

正しい日本語を話しましても,効果はあがらな

いということになります｡

(川 義理人情のスジ道をわきまえているからこそ,

身体こわした半ば職人を常雇いにしてたんだぞ｡

(18) こうした少数人種をめぐる問題を抱えながら.

なおアメリカは移民を受け入れているのである｡

ベ トナム難民を入れ,食近もキ.i-バのいわゆ

る政治犯を引き受けることを決めた｡中曽根発

言が問題化した時.ワシントンで開かれた故大

の批判は ｢日本は経済力があるのに,われわれ

を移民させないではないか｣というものだった｡

それは,文化の追いである｡多くの日本人に,

アメリカのすみすみの問題までわきまえて物を

言えとは要求できないが,日本はいま.貿易間

塔を含めて "加審者"の立場に立っているとい

う事実,それだけに,アメリカの苦しみの根底

を知ってもよい時である｡

(19)祝儀の席でエンギでもないことを言ってはい

けない,不祝儀の席で冗淡を言ったりしてはい

けない,と言われるのは,場面の性質をわきま

えない発言はよくない効果を招 く,ということ

を教えたものだ｡

朗 -･･･ものごとの是非善悪をわきまえたり,そ

れに従って行動する能力--

(紬 自分の気持ちを,時も所もわきまえずに表出

するのを,日本人は誠実とはいわない｡

¢カモノゴトには順序がある｡そのときそのとき

で必要な分丑だけ,よく弁えて,少量ずつやる

といい｡前項で述べた ｢例文提示-ルールの説

明-応用 ドリル｣の三瓢程でも,文法の説明は

必要放少限にとどめておいてほしいのはそのた

めである｡

捌･･･-授菓中は前の席の人としゃべり続け,し

ゃべらないかと思うと紙を定規でどりとり破き,

手紙かなにかを番いている｡少し静かになった

と安心していると,そのうちグウダウでかいい

びきが聞こえてくる｡･･-･

ちょっとこれでも受験生 !?



場所をわきまえて行動 してよね !!

これらの各語を入れ換えてみると表 1のようになる｡

○は入れ換えても自然な文,×は不自然な文であるこ

とをしめす｡なお,この入れ換えテストの判定は,筆

者の内省によるものであることをことわっておく｡

表 1

用例 ｢わきまえる｣ 用例 ｢こころえ

る｣番号 を入れる 番号

を入れる(4)

○ (14) ○(5) ○ (15)

○(6) ○ (1

6) ○(7) ○

(17) ○(8) ○ (18)

○(9) × (1

9) ×(10)

× 伽) ×(ll)

× C1) ×(12) × ¢2)

×(13) × (紬 ×3.分析

入れ換えると不自然な例について,殺初に ｢こころえる｣の用例から分析を進めたい｡用例番号は逆から

になるが,(13から考えてみる｡(

1馴こ ｢わきまえる｣を入れ換えた朗 を見ていただきた

い｡伽)×｢よろしい｡わきまえたよqJ(l馴こ

おける ｢こころえる｣はどういうことを表しているの

だろうか｡用例の内容から考えてみると,｢承知する｣

で言いかえられるような心理的な作用を表している｡

この作用は,｢相手の言った内容｣を,主体が自分

の意識を働かせて ｢考えたり迷ったりした結果受け入

れた｣というわけではない｡談話の中で相手の言った

内容を ｢そのまま聞き入れた.承知した｣というだけ

を表していると考えられる｡つまりこの場合の ｢ここ

ろえる｣は ｢主体が,話し相手の言った内容を,その

まま受け入れる｣という意味であろう｡この使い方は現

代語法としてはやや固い感じがする｡そして朗から分かるように

この意味で｢わきまえる｣は使えない｡では次に

(榔 こ ｢わきまえる｣を入れ換えた卵ではどうか

｡舶 xなんと女給連は,北原-クシャクと山田コー

シャクの御入来とわきまえたのだそうなO(

榔 こおける rこころえる｣の意味を用例の内容から考

えると,女給たちは二人の客の言った内容を,誤解で

はあるが,自分たちなりの解釈で受けとめた.そのことをこの文の筆者が ｢こころえる｣を使って表して い

る｡この場合の ｢こころえる｣は ｢主体が,相手の言

った内容を,主体なりの考えで,受け入れる｣と説明できるだろう

｡そして朗で分かるようにこの場合 も｢わきまえる｣は使

えか ､｡(12)の ｢こころえる｣は(13と｢受け

入れる｣という意味の点で似ている｡そこ竹1加斗を

併せて ｢こころえる｣は ｢主体が,相手の言った内容を

,そのまま,または,主体なりの考えで受け入れる｣とし

ておご､う｡受け入れ方について ｢そのまま｣と｢主

体なりの考え｣とが,｢こころえる｣という動詞の用法上,はっきり異なるものであるかどうかについ

ては,入れ換えテス トだけでは分かり難い｡従って,とりあえずここでは同じ意味とし

て考えておく｡それでは(川はどうか｡｢わきま

える｣で入れ換えた次の例を見ていただき

たい｡㈹xこれが,土地をもうけの対象とわきま

える人人の隠れみのになる恐れはないか｡(

川の ｢こころえる｣はこれまでのように主体とその話し相

手がいるわけでなく,単に主体自身の心理的な作用を

表す点が異なる｡この用例では,｢主体が土地を金

もうけの手段として考える｣ことを ｢こころえる｣は

表している｡対象についてどう考えようと,この場合

は相手がいないのであるから主体の自由であり,質する

に主体の思う通 りに対象を受け入れてかまわないのである｡そ

して,どう受け入れるかという内容を｢～と｣で表し

ている｡つまり,(ll)のような ｢こころえる｣は

｢主体が,対象を,主体の思いのままに,受けとめる

｣ことを表しているといえよう｡受け入れ方は主体の自由で

あるから,社会的な規範に反するような受け入れ方を主

体がすることも(ll)のようにありうる｡この場合

も ｢わきまえる｣にするとおかしい｡(川の ｢こころえる｣は,

話し相手との関連がないことが,いままでの()9(

12)とは異なるが,対象を受け入れるという点では

よく似ている｡つまり.話し相手の言葉に関してであ

ってもそうでなくても,対象はある事柄を表し,それ

を主体が受け入れるのだが,受け入れ方が対象をその

まま受け入れたり,主体なりに考えて受け入れたりする｡それが,誤解であったり社会的な

規範に合わなかったりする場合もある｡以上のことか

ら ｢こころえる｣を次のよう

にまとめておこう｡① 主体が,対象を,そのまま

,または,主体なりの考

えで,受け入れる｡さて.入れ換えテストで×となっ

たもので,残った二つについて考えてみたい｡
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(紬x一通り料理をわきまえている｡

この二つの例には対象に共通点がある｡まずく10は対

象が ｢人工呼吸｣で.それを｢身につける｣ということ

を ｢こころえる｣と言い,(9)では対象が ｢料理｣で,

それを ｢身につける｣ということを ｢こころえる｣で

表している｡どちらの例にも共通しているのは,なん

らかの手続きを踏んでいく必要のあるものが対象にな

り,それを,主体が経験や練習によって ｢身につける｣

という点であろう｡本稿では対象のそうした性質を｢手

続き性｣と呼ぶことにする｡これまでの例では,主体

が対象を ｢承知する,受け入れる｣ことを ｢こころえ

る｣は表したが,その対象は ｢手続き｣といったよう

な性質ではない｡また,対象となる事柄を受け入れる

のに時間的な長さを必要とするとは思われない｡しか

し,(10(9)の ｢こころえる｣は r手続き｣という性質を

持った対象を経験したり練習したりして時間をかけ,

その結果主体がそれを受け入れる,つまり ｢身につけ

る｣ことを ｢こころえる｣は表しているといえよう｡

そして,この場合も ｢わきまえる｣ではおかしいので

ある｡

以上から ｢こころえる｣の二番目の意味として次の

ようにまとめておくことにする｡

② 主体が,経験や練習などによって,対象 (手続

き性)を.身につける｡

次に ｢わきまえる｣の用例に ｢こころえる｣を入れ

換えて不自然になる場合を見てみよう｡(19に ｢こころ

える｣を入れると次のようになる｡

¢9x場面の性質をこころえない発言はよくない効

果を招 くということを数えたものだ｡

この場合(19の文脈から判断して,対象である ｢場面

の性質｣には方法,順序などの ｢手続き性｣が考え難

い｡従って ｢こころえる｣を(王x2)の意味で言い直して

(1馴こ入れた次の文はどちらも自然ではない｡

(30 x場面の性質を受け入れない発音はよくない効

果を招く｡

(31)x場面の性質を身につけない発言はよくない効

果を招く｡

こうしたことから ｢場面の性質｣という対象は ｢こ

ころえる｣とは結び付かないと考えられる｡しかし,

次のように,｢こころえる｣の②の意味で対象を昏き直

してみた(3別ま長ったらしく聞こえるが意味は分かる｡

朋場面の性質にふさわしい話題の出し方をここ

ろえないで発言するのはよくない効果を招く｡

そうすると,(19の rわきまえる｣はどんな心理的な

作用を表しているのだろうか｡用例をよく読んで考え

てみると,この文は ｢場面の性質｣にあわない不適切

な ｢発言｣は ｢よくない効果を招 く｣, つまり,｢場面

の性質を考えずに不適切な発言をするのはよくない効

果を招 く｣と述べているのである｡主体が対象につい

て適 ･不適を意識を働かせて考えるというような心理

作用を ｢わきまえる｣は表しているといえよう｡

次に朗を ｢こころえる｣で入れ換えた(33)については

どうだろうか｡

(細 "ものごとの是非尊意をこころえたり,それに

従って行動する能力･･･-

この文でも対象の ｢是非沓患｣は ｢こころえる｣と

は結びつきが悪いようである｡｢こころえる｣を今まで

の分析によって言いかえると伽のようになろう｡

糾 xものごとの是非尊意を受け入れたり,身につ

けたり,それに従って行動する能力--

これが不自然に感じられるのは.｢是非善意を｣つま

り ｢是か非か,尊か悪かを｣というような選択を求め

る対象の後では,それを ｢受け入れる｣とか ｢身につ

ける｣という言葉とは意味の結びつきが惑いからであ

ると思われる｡むしろ,その対象を ｢考えてどちらか

正しい,適切な方を決める,見分ける｣と言う方が自

然であろう｡この場合も ｢わきまえる｣は主体自身の

意識を働かせなければならないO

次に¢lX22X細について ｢こころえる｣を入れてみた例

を考えてみよう｡

(39 x自分の気持ちを.時も所もこころえずに表出

するのを,日本人は誠実とは言わない｡

㈱ xそのときそのときで必要な分量だけ,よくこ

ころえて,少丑ずつやるといい｡

(3乃 x場所をこころえて行動してよネ!!

対象となっている表現をよく見ると｢時も所も｣｢必

要な分盈だけ｣｢場所を｣というようにどれも,｢よく

考えて正しい,適切なものを決める,見分ける必要の

あるもの｣であり,｢受け入れる｣とか ｢身につける｣

という性質のものではない｡¢l)ではどういう時や所で

は自分の気持ちを表出することがふさわしくないかを

見分けるのであり,¢2)では,必要な分丑をよく考えて

適切に決めるごとであり,(細ではその場所にふさわし

い行動かどうかを考えて適切にふるまうことを述べて

いる｡こうした考察から ｢わきまえる｣の対象は ｢A

かBのどちらが適切か｣とか ｢対象をどうするのが正

しいか｣｢どんな対象が正しいのか｣というような何ら

かの ｢判定｣を必要とする性質があることが分かる｡

対象のこの性質を ｢判定必要性｣と呼ぶことにする｡

｢わきまえる｣は主体自身の意弧を働かせて ｢判定必

- 4-



要性｣のある対象について考え,決めたり見分けたり

するような心理的な作用を表していると言えよう｡以

上から,｢わきまえる｣を次のようにまとめておく｡

(9 主体が.対象 (判定必要性)をよく考えて,正

しい適切なものを決める,見分ける｡という説明

ができる｡

4.文型

これまでの用例を観察すると,｢こころえる｣｢わき

まえる｣は共通して,基本的には次の文型をとる｡

(3ゆ NPlガ NP2ヲ NP3ト こころえる/わき

まえる

NPは名詞句を表す｡NPlは,｢こころえる｣｢わきま

える｣両心理助詞の作用主体を示す｡NP2は対象とな

る事柄を示す｡NP3は心理助詞の作用の内容を示す｡

つまり,この文型は言いかえれば ｢主体が,対象を,

何々と,こころえる/わきまえるqJという形の文であ

る｡

しかし,爽際の用例にあたってみると,両心理助詞

とも必ずしもこの文型に従っているわけではなく,三

つの名詞句のどれかがない場合が多い｡主体NPlは場

面によって分かれば省略されると考えてよいが,対象

NP2と作用の内容NP3も単に場面で分かっているなら

省略できると言えるのであろうか｡以下では,これら

の名詞句と,両心理助詞の持つ意味との関わりについ

て考えてみたい｡

｢こころえる｣について,よく使われる形の一つに

｢NPlか NP2ヲ NP3ト｣を言わないで,動詞とその

補肋形式だけの文がある｡

(13よろしい｡こころえたよ.

朗 xよろしい｡わきまえたよ｡

(39) こころえました｡

(10)xわきまえました｡

(41) 万事こころえた｡

(42) x万事わきまえた｡

このような文型は例えば(13)のように談話の中で,請

し相手の述べた内容について主体がそのまま受け入れ

たことを表明する時に使われる｡これに近い意味を持

つものとして ｢承知する｣がある｡ただし,｢こころえ

る｣を使う方が現代語としては固い感じがする｡(39)(41)

は実例ではないので場面は分からないが,談話の中で

使われる表現であることは想像に稚くない｡ともかく

この場合主体NPlは強請の中の聞き手にあたる人,対

象NP2は話し手の言った事柄である｡これらの名詞句

は淡話の中では省略されるのか普通であろう｡(41)の｢万

事｣は対象と考えられるが,その場面での具体的な対

象を述べる代わりに使う慣用的な語であり,｢万事｣の

ほかに,｢委細｣｢すべて｣などがある｡この文型は対

象をそのまま受け入れるので,あえて ｢NP3ト｣を使

って受け入れる内容を相手に伝える必要はない｡つま

り｢そのまま｣という内容で受け入れるので ｢NP3ト｣

を述べる必要はないのである｡しかし,伽X40X42)のよう

に ｢わきまえる｣ではこのような言い方はしない｡そ

の理由は,｢わきまえる｣には｢こころえる｣のように,

談話について対象を ｢そのまま｣自分の意識を働かせ

ずに ｢受け入れる｣ような心理的作用は表わさないか

らであろう｡3.の分析で述べたように ｢わきまえる｣

は主体が意識を働かせ.考えることが必要な心理的作

用を表しているからである｡

次に ｢NPlか NP2ヲ NP3ト こころえる｣とい

う文型を考察していきたい｡用例(8Xll)の文脈を参考に

して作った(44X45)を見ていただきたい｡

(44) あの教師は,学生の妙味や関心に紙意をもっ

て応答することを.自分の仕事だと,こころえ

ている｡

(45) 彼らは,土地を,もうけの対象と,こころえ

ている｡

まず気が付くのは,どちらの場合も,｢こころえる｣

は先にあげた①の ｢受け入れる｣の意味で使われてい

ることである｡なぜなら対象がどちらも ｢手続き｣と

いえるものではなく,従って②の ｢身につける｣の意

味とは考え稚いからである｡そして,ここで注目して

頂きたいのはその受け入れ方である｡どちらの文も対

象を ｢そのまま｣ ではなく,対象を主体が ｢主体なり

の考えで.受け入れる｣のである｡その受け入れ方,

つま()受け入れるという心理作用の内容がNP3で表さ

れている｡ということは,3.の分析で示した ｢こころ

える｣の①の意味 ｢主体が,対象を,そのまま,また

は,主体なりの考えで.受け入れる｣において,受け

入れ方が｢主体なりに考える｣という場合は,｢NP2ヲ

NP3ト｣を必要とすることになる｡そしてこの文型で

NP3を省略すると意味が分かり稚くなる｡もっとも(12)

のように文脈からすでに分かっていて言わないという

ことは可能である｡しかし,そうした文脈がない限り,

この二つの名詞句のどちらかを省略することはできな

い.

(46日 あの教師は,学生の興味や関心に批忠をもっ

て応答することを,こころえている｡

(47)xあの教師は,自分の仕事と.こころえている｡

(48)'彼らは,土地を,こころえている｡

(49)<彼らは,もうけの対象と,こころえている｡

- 5-



(4馴まどういう意味であろうか｡対象を ｢学生の興味

や関心に誠意をもって応答すること(方法)｣というよ

うに,｢手続き｣という性格を認めて②の意味で｢ここ

ろえる｣を解釈するとも可能だが,やや無理な気がす

るし,文脈とは異なった文になってしまう｡(4秒の場合

は対象の｢土地｣について｢土地 (を使ったもうけ方)｣

というような ｢手挽き性｣を認めるならやはり,②の

意味で解釈できよう｡しかし,この場合も無理やりに

解釈したという感じがするし,文脈とは合わない｡(47)

(49)は文脈から対象が分かればよいがそうでなければ非

文である｡しかし,｢～ト｣を ｢-ヲ｣にすると自然な

文になる｡この点についてはこの後で考察する｡

以上の考察から,｢こころえる｣の①は二つに分けた

方が妥当であろう｡また,必要とする文型もあげてみ

る｡( )は普通は省略することを表す｡

① a 淡話において,主体が,対象を,そのまま受

け入れる,希知する｡

文型 ｢(NPlか) (NP2ヲ) こころえる｣

① b 主体が,対象を,主体なりの考えで,受け入

れる｡

文型 ｢NPlか NP2ヲ NP3ト こころえる｣

ここで,(47X49)について,｢-ト｣を｢-ヲ｣にすると.

不自然ではなくなると述べたことについて考えてみた

い｡掛姫l)を見て頂きたい｡

(醐 あの教師は 自分の仕事を こころえている｡

この ｢こころえる｣の意味は① bなのだろうか｡も

しそうなら ｢自分の仕事を自分なりの考えで受け入れ

る｣ということだが,文脈のなかで内容NP3が分から

なければこの意味には受け取れない｡例えば蜘)ならば

分かる｡

伍l) あの教師は 自分の仕事を 聖職と こころ

えている｡

しかし(50)のようにNP3かない場合は①bの意味には

とれない｡それよりも対象の解釈をかえて ｢自分の仕

事のや り方,手順｣と考え,｢手続き性｣があるものと

して,経験によってそれを身につけるという意味を60)

の ｢こころえる｣は表しているように思われる｡つま

I),CiO)の ｢こころえる｣は②の ｢経験で身につける｣

の意味である｡では,次の例ではどうだろうか｡

62) 彼らは もうけの対象 (土地)を こころえ

ている｡

① bの意味とすると.｢もうけの対象 (土地)を自分

なりの考えで受け入れる｣となるが,やはり文脈の中

で内容NP3が分からなければならない｡例えば,(53)な

ら分かる｡

63) 彼らは もうけの対象 (土地)を ころがす

金庫と こころえている

しかし伍2)のようにNP3かない場合は① bの意味には

とれない｡それよりも対象の解釈をあえて ｢もうけの

対象 (土地)の扱い方｣と考え,｢手紙き性｣があるも

のとして,経験によってそれを身につけるという意味

女らt;柁2)の ｢こころえる｣は自然である｡つまり62)の

｢こころえる｣も②の意味であるといえる｡

以上から,NP3のない6琳1)は対象に ｢手続き｣とい

う性格があると考えることができ,その意味は(診であ

るということになる｡以上から ｢NPlガ NP2ヲ こ

ころえる｣という文型は① aと②の意味のときに使わ

れることが明らかとなった｡なお文脈によっては②の

意味でも ｢NPl｣や ｢NP2ヲ｣を省略できる｡例えば.

次の(54X59では ｢NPl｣と｢NP2｣が省略されており,66)

では ｢NP2｣が省略されている｡

糾 こころえたものだ

脚 わが家の救急薬品に.梅干しと梅酢がありま

す｡先日も木の下で草むしりをしていましたら,

バリバリとまゆ毛の辺に激しい痛み｡ケムシに

やられたのです｡家の中へ駆け込みながら ｢梅

干し｣と叫ぶ｡嫁も心得ていて,梅干しを一つ

つまみ出し,｢-チですか｣とかけ寄る｡

(54)の ｢こころえる｣の主体はこの文を発話した人で

はなく,これを言われた人であろう｡その人の作法の

ような何かの手順がきちんとしているのに感心して,

64)のように言ったと想像できる｡この場合 ｢NPlガ

NP2ヲ｣は場面で分かるので表す必要はない｡郎仲 は,

対象は ｢梅干しを持って来てと言われたら虫に刺され

たことを意味すること｣または ｢梅干しは虫さされに

きくこと｣のどちらかであろう｡いずれにせよ,②の

意味で経験から対象を知る,つまり ｢身につける｣こ

とを表す｡以上から ｢こころえる｣の②について意味

と文型をあわせて次のようにまとめることができよう｡

② 主体が,経験や練習などによって,対象 (手続

き性)を,身につける｡

文型 ｢NPlガ NP2ヲ こころえる｣

次に ｢わきまえる｣のとる文型を考えてみたい｡や

はりClS)であげた文型をとるが,前に述べたように三つ

の名詞句を省略した言い方は不自然である｡

伽)xよろしい｡わきまえたよ｡

(40)<わきまえました｡

これは ｢わきまえる｣が ｢こころえる｣のように.

淡話の中で,その場ですぐ対象を ｢そのまま｣受け入

れるというような心理的作用は表さないからというの
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が一つの理由であろう｡

ところで用例を観察すると｢わきまえる｣には｢NPl

か NP2ヲ わきまえる｣という文型が圧倒的に多い｡

この型の対象NRの性質は.3.の分析の所でも述べた

ように ｢判定必要性｣があることである｡このことを

例を使ってもう一度確認してみよう｡

位のx人工呼吸も 監視月に練るだけでなく みん

ながわきまえておくべきことでしょう｡

伽)-一通り料理をわきまえている｡

これらの対象に注ElするとC7)は ｢人工呼吸 (の方

汰)｣.¢馴ま｢料理 (の方法)｣のように ｢手続き性｣を

持つが ｢判定必要性｣を持つとは考え稚いので,｢わき

まえる｣では不自然である｡対象に ｢判定必要性｣が

あるとはどういう意味か,(14)から(劫までの用例で具体

的に考えてみよう｡(14)の対象は ｢シャッタ-の切られ

どき(いつシャッターが切られるか)｣という判定を要

求するものであt),(15)では ｢言葉の意味 (どういう意

味の言葉か)｣という判定を要求する｡同様にして.(16)

では ｢話し方は聞き手が主体であるということ (がい
かに正しいか)｣,(川では ｢義理人情のスジ道 (義理人

情を正しく判断するためどのような道筋をとるのか正

しいか)｣,(18)では ｢アメリカのすみずみの問題 (につ

いてどのように正しく理解するか)｣,(19)では ｢場面の

性質 (をどのように適切に判断するか)J,(袖では ｢是

非善悪 (何が是で何が非か,何が尊で何が忠か)｣.¢1)

では｢時も所も(どんな時や所が適切か)｣,(劫では ｢必

要な分量 (どの程度の分畳が適切か)｣,(劫では ｢場所

(どんな場所が適切か)｣などが,対象NP2における｢半り

定必要性｣と考えられる｡｢わきまえる｣と共起するヲ

格名詞句にはこうした ｢判定必要性｣があると考えて

良いだろう｡

さて,対象を判定する必要性があったとしても,人

がそれを判定するには,その規準となるものが必要で

はないだろうか｡｢わきまえる｣の意味は3.の分析によ

ると ｢主体が,対象 (判定必要性)をよく考えて.正

しい適切なものを決める,見分ける｣であるが,｢正し

い｣とか ｢適切な｣とかいうのは何か規準がなければ

言うことはできないはずである｡いったいその規準と

は何なのか,｢わきまえる｣のもう一つの文型について

観察することでどんな規準があるのか考えてみよう｡

これまでとりあげた用例の中には｢NPlガ NP2ヲ

NR ト わきまえる｣という文型がなかった｡｢こころ

える｣にはよく見られたのに,｢わきまえる｣に関して

は,採集した用例の中で,この形は次の(56)しか見つか

っていない｡時代劇の小説の中の用例であり,やや固

い表現ではあるが現代語としても不自然ではないので

考察に使うことにする｡

伍¢ およそ今,天下に虻や蜂ほど多い武芸者のう

ちでも.宝蔵院という名は実によく響いている｡

もしその宝蔵院を単なるお寺の名としか弁えな

とで話したJ)問いたりしている兵法者があると

したら,すぐ,

(こいつ潜りだな)

と,扱われてしまうほどにである｡

NP2にあたるのは ｢宝蔵院｣であるが,この対象に

は ｢判定必要性｣が考え稚 い ｡ つまり,それをどう考

えようとするのかはNP2だけでは分からない｡そのた

めNP3によって ｢単なるお寺の名｣という判定の内容

を明らかにしなければならないのである｡つまり,｢宝

蔵院を,単なるお寺の名 (と考えるのが正しいかどう

か)｣というr判定必要性｣がある｡｢NP2ヲ NP3ト｣

の形は ｢わきまえる｣の ｢判定必要性｣を表すわけで

ある｡NP2だけのときは,｢判定必要性｣はNP2にある

那,NP2だけでは ｢判定必要性｣がよく分からないと

きは,NP3を加えてそれをより明確に表すのである｡

とすると, ｢NP2ヲ NP3ト わきまえる｣の文型を探

れば,どういうものが判定の規畔なのか,｢NP2ヲ わ

きまえる｣の例文から考えるよりも ｢判定必要性｣が

明示されているので,考えやすいのではないだろうか｡

そこで,用例がないので.いくつかの作例によって判

定規準について考えていきたい｡

(57) あの教師は 学生の興味や関心に誠意をもっ

て応答することを 自分の仕事と わきまえて

いる｡

(58)xあの教師は 学生の興味や関心に誠意をもっ

て応答することを 自分の仕事ではないと わ

きまえている｡

伍馴ま意味が不自然である｡なぜなら,常識から考え

て,｢誠意をもって応答することを,自分の仕事ではな

い｣と判定するのは教師として正しい考え方とは言え

ないからである｡次の例ではどうだろうか｡

(59)x彼は 土地を もうけの対象と わきまえて

いる｡

伽) 彼は 土地を もうけの対象ではないと わ

きまえている｡

土地をもうけの対象と判定するのは社会的な規範に

反することであり,正しい判定とはいえない｡従って

朗)は不自然である｡3.の分析で述べたように ｢わきま

える｣という心理作用は ｢正しい.適切な｣判定を表

すのである｡その規畔としてまずあげられるのは社会
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的な常識とか規砲であるといってよいだろう｡では次

の場合はどうだろうか｡

61) あの選手は この記録を 自分の限界と わ

きまえている｡

¢2) あの選手は この記録を 自分の限界ではな

いと わきまえている｡

この場合はどちらも.不自然ではない｡真実はどう

であれ,自分の記録が限界か限界でないかは,主体自

身の考えによる判定であり.この場合の規準は主体自

身の中にある｡

(63)'先生は 私の点数を 限界だと わきまえて

いる｡

糾 '先生は 私の点数を 限界ではないと わき

まえている｡

この場合はどちらも,やや不自然な感じがする｡と

いうのは,｢わきまえる｣という心理作用を行う主体

は ｢先生｣であるが,その判定内容は ｢私｣でなけTL

ば分からないことであり,｢先生｣がはたして正しく判

定できるのかどうか,この文だけでは不明だからであ

る｡次の例ではどうであろうか｡

¢5)私は 自分の性格を 短気でそそっかしいと

わきまえています｡

俗の'私は 彼の性格を 短気でそそっかしいと

わきまえています

(65)のように自分の性格を自分が判定するのはおかし

くか ､｡もっとも,何度も言うようにそれが真実かど

うかは分からない｡ところが,たとえ英美だとしても.

(66)のように他の人の性格を判定するのは,その人とよ

ほど親しくて.よく知っていなければならず,この文

だけではやや不自然さを感ずる｡つまり,真実はどう

あれ,主体が,主体自身の能九 性質などに関するこ

とを判定するというときに,｢わきまえる｣を使うこと

は可能である｡しかし,主体が,他人の個人的な能力

や性質を判定するときには｢わきまえる｣は使い難い｡

この場合の対象は主体自身のものという条件があると

いえるだろう｡他人の事柄については正しい判定はで

きないと考えるためである｡以上の考察は,用例が(56)

一つなので今後の用例採躯による確認作業が必要であ

ろう｡

これまでのことをまとめると,｢わきまえる｣という

心理的な作用を主体がするときは,対象の表す ｢判定

必要性｣を正しく決めるために,｢社会的な常識や規

範｣か ｢主体が主体自身で認識できる,自己の規準｣

の二つの判定規準があると考えられる｡この判定規準

は.｢NPlガ NP2ヲ わきまえる｣という文型のとき

も同じであろう｡例えば.(14)や(15)では ｢自己の規準｣に
よっているし,¢0や例)や伍馴ま｢社会的な規範｣によっ

ているのである｡｢わきまえる｣の意味と文型をまとめ

ると次のようになる｡

① 主体が,対象 (判定必要性)をよく考えて,(社

会的な規範にそって,または主体自身に関わる対

象については,主体が認故する規準にそって)正

しい適切なものを,決める.見分ける｡

文型 ｢NPlか NP2ヲ わきまえる｣

｢NPlか NP2ヲ NP3ト わきまえる｣

5.おわりに

｢こころえる｣と｢わきまえる｣の用例の入れ換えテ

ストによって,大まかの意味を分析し,文型について

考えることによってさらにそれを深めることができた

ように思う｡一応ここで両語についてまとめておこう｡●｢こころえる｣

(Da 談話において.主休が,対象を,そのまま,

受け入れる,承知する｡

文型 ｢(NPlか) (NP2ヲ) こころi･る｣

① b 主体が,対象を,主体なりの考えで,受け

入れる｡

文型 ｢NPlか NP2ヲ NP3ト こころえる｣

② 主体が,経験や練習などによって.対象 (辛

続き性)を,身につける｡

文型 ｢NPlか NP2ヲ こころえる｣

● ｢わきまえる｣

① 主体が,対象 (判定必要性)をよく考えて,

(社会的な規砲にそって,または主体自身に関わ

る対象については,主体が認識する規準にそっ

て)正しい適切なものを,決める,見分ける｡

文型 ｢NPlガ NP2ヲ わきまえる｣

｢NPlか NP2ヲ NP3ト わきまえる｣

以上のような結果を見ると両語の意味はかなり明確

に区別できるような気がする｡ところが,用例の入れ

換えテストで,入れ換えても意味がさほど変わらか ､

感じのしたものがかなりある｡もう一度○のついた例

を見て頂きたい｡これまで,対象について ｢手続き性｣

とか ｢判定必要性｣などとかなり細かく考えたが,実

際にはどちらともとれるものが多い｡例えば(7)におけ

る対象 ｢手紙の基本形｣は ｢いろいろな形の基本形｣

というように ｢手続き性｣を持つと解釈すれば ｢ここ

ろえる｣の②の意味となるし,｢正しい基本形｣というよ

うな ｢判定必要性｣を持つと解釈すれば ｢わきまえる｣

で入れ換えても意味は分かる｡

またもう一度用例を見ると,両語とも状態の継続を
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表す ｢～ている｣の形をとりやすいことが分かる｡考

えてみると,両語 とも仕方は異なるが,心理的な作用

の結果,心に新 しい事柄が存在するという点では同じ

である｡国研1964で同じグループにまとめられている

のも,このためであろう｡｢～ている｣の形をとると,

両語 とも ｢手続き性｣ とか ｢判定必要性｣などを考え

るというような作用の過程に視点があるのではなく,

その結果に視点が移 り,心の中に新 しい事柄が存在す

るということだけを表すような場合 も多いのではなか

ろうか｡そうなると,両津の意味的な追いが縛れ,入

れ換えても同 じと思われるような場合 もあるだろう｡

この点については,さらに多くの心理動詞を分析 し,

かつそれに続 く補助表現についても考察を広げねばな

るまい｡

本稿では作例 を食小限にとどめ,用例に基づいて分

析を進めてきた｡部分的な引用では分か りに くいとい

う意見もあるが,だからといって作例の方が分か りや

す く分析に通 していると言える根拠にはなるまい｡用

例を集めることから始め,それを分類する作業をして

きたが,鯛の用例一つだけで,｢わきまえる｣のこの場

合の文型を考えたが,作例だけの考察は木を見て森を

見ずのようで好ましいとは思えない｡この文型につい

ての用例を集める努力を続けたい｡

用例を集め,入れ換えテス トをするといった分析の

方法について もまだ問題があるか もしれない｡r日本

語研究J第6号によせ られた森田良行氏の ｢同じ文脈

で語を挿 し替えて表現 として成 り立つか否かを判断す

ることも大事でしょうが,私にはどうも自然科学にお

ける試料の実験のように見えてなりません｡実験だけ

では現象の背後にある ーものの本質叫をつかむことは

むずか しいでしょう山 という意見に先制に耳を傾けて

いきたい｡

(注1) 用例は長めに引用する｡前後関係をでき

るだけ正確に知って判断 したいからである｡なお

考察の対象にした用例は,塊めたものすべてでは

なく,現代の用法 として不適当なもの,通常の用

法から著 しく触れていると思われるものは除いて

ある｡これは当然のことと思われるが,実例を多

く使 うからと言って不適当な用法 もすべて対象と

したのではないことを明記 してお く｡

(1) 金田一春彦 r話 し言葉の技術J 講談社学

術文庫 p.140

(2)同 p.70

(3)同 p.254

(4)読売新聞 1984年 3月12日 江崎玲於奈
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｢ニュー ヨー クから｣より

(5) 芳賀按代表 萩野他作成 r昭和束京語会

話資料J より

(6) 竹山道雄 rビルマの竪琴J 新潮文庫 p.

87

(7)佐伯梅友他監修 r作文挨拶全番J ユニー

ト出版 p.3

(8)直塚玲子 r欧米人が沈黙するときJ 大幡

館昏店 p.6

(9)研究社 r新和英大辞典第四版J 1974｢こ

ころえる｣より

(川 読売新聞 1984年 7月5日 ｢奥さんルポ :

プールの安全 ･衛生管理はどうか しら｣

(ll) 朝 日新聞 r天声人語J 1981年10月14日

(12)(1)と同番 p.194

(13) 夏目淑石全集 第七巻 r明暗J 岩波沓店

p.540

(表記を一部変更 してある｡)

(14) 読売新聞夕刊 1985年12月16日 ｢世 界の

トylモデルとお神楽一山ロ′ト夜子さん｣

(15) 明治番院 r日本語学J 1983年 6月 p.4

(16)永崎一別 r話力で自分を大きく伸ばすJ

実務教育出版p.124

(川 前出 r昭和東京語会話資料J

(18)読売新聞 1986年10月2日 r米の苦 しみ

に理解をJ

(19)(1)と同番 p.61

位0 植村俊亮 1974 r電子計井織に よる自動

索引の研究J より

C1) 我妻洋 rEl本 人 とア メ リカ人ここが大違

いJ 文蓉春秋 p.116

位2) 長島達也 r日本語教授法入門J パナ リン

か出版 p.122

㈹読売新聞夕刊 1984年 8月9日 投番欄

｢場所をわきまえてよ!!｣

(39) 研究社 r新和英大辞輿第四版J 1974｢こ

ころえる｣より

(41) r岩波国語辞典第三版J ｢こころえる｣J:り

(54) 研究社 r新和英大辞典第四版J 1974｢こ

ころえる｣より

伍5) 読売新聞 1986年 9月6El 投番 ｢虫さ

されに梅干 し｣

(56)吉川英治全集15 r宮本武蔵H J P.170

(注2) 金田一氏に直接お会いする機会があり次

のようなお話を伺った｡rこの場合は,どちらも同
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